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※令和６年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

本事業の
主な業務

深谷ＴＭＯへの事業費補助

深谷ＴＭＯとの連絡調整

深谷ＴＭＯ事業の支援

深谷市中心市街地空き店舗等出店促進補助金の交付

商店街街路灯維持管理に関する費用補助

商店街の環境整備に関する事業費補助

決算額

国支出金

執行体制

一般会計

項 目

作成日

細事業名

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

0

事
業
費 地方債

年度別計画

0

・ＴＭＯ事業への補助
・空き店舗対策補助事業
・商店街街路灯維持管理
に関する費用補助

・ＴＭＯ事業への補助
・空き店舗対策補助事業
・商店街街路灯維持管理
に関する費用補助

・ＴＭＯ事業への補助
・空き店舗対策補助事業
・商店街街路灯維持管理
に関する費用補助

8,132,000

7,357,923

8,958,000 10,881,000

1,692,319

0

単位：円

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

12,016,213 13,188,186

6,846,515 6,968,844

0.87

事務事業評価表
１．基本事項

0.87 0.87

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

中心市街地商業活性化推進事業

商工業振興費 商店街街路灯維持管理事業

中心市街地の商業空間と環境の維持・向上を図るため

対象
※誰・何を対象に

深谷商工会議所

区分 款

手段
※どのように

ＴＭＯ（Ｔｏｗｎ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ）事業（中心市街地商業まちづくり運営機関
の事業）への支援、商業関係団体への支援、補助金の交付

成果
※何を求めるか

中心市街地の商業店舗の活力とまちのにぎわいを創出する

中項目 2 雇用とにぎわいを生み出すまちづくり

0

事務事業

1

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

3,477,379 4,264,012 5,413,784 4,737,000

8,459,000

0 0

6,099,000

区分

大項目

小項目

3

中心市街地活性化基本計画に基づき、中心市街地の商業、商店街の活性化を図るため、にぎわい創出や情報発信など
の事業を継続して展開している。空き店舗対策や商店街街路灯維持管理への補助、ＴＭＯ事業への補助等を行う。Ｔ
ＭＯ事業とは中心市街地を活性化させ、魅力ある空間を作ることを目的とした事業であり、深谷ＴＭＯが行ってい
る。

県支出金 0 0 0 0

商工業振興費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

0

商工費

商工費 商工費

市民、商業関係団体、中心市街地店舗、商店街街路灯組合

0

14,272,030

6,140,030

0.72

1,955,330

0

6,219,342

令和5年度 令和6年度

14,511,273

7,153,350

令和07年06月13日(金)

令和9年度

深谷市中心市街地活性化推進事業費補助金交付要綱

■ □

1,944,139 3,395,000

商工振興課 担当係 商工振興係 管理番号 37131中心市街地及び商店街活性化推進事業

活力とにぎわいにあふれるまち

商工業の振興

令和7年度

商工費

5,169,698

・ＴＭＯ事業への補助
・空き店舗対策補助事業
・商店街街路灯維持管理
に関する費用補助

担当課

令和4年度

1,258,923

前年度決算額（円）

一般会計



・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A活動

評価理由・指標数値の推移

目標値の算定根拠/実績値の出所

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

目標値

実績値

区分

ＴＭＯ補助金支払額

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

指標名

空き店舗等補助金を活用し起
業した店舗数

目標値

実績値

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

３．評価指標

令和
4年度

令和
5年度

評価評価の観点区分

　

成果指標１

単
位

千円

実績値の算出式

実績値

3.00 3.00 3.00

目標値

令和
9年度

中心市街地の賑わいの創出に向けて、中山道深谷宿本舗でのギャラリー展
示やＢＯＸマーケットを年間を通じて実施できた。また、レンタサイクル
事業など、各種ＴＭＯ事業を活発に実施することができるよう、必要な補
助を行った。
また、中心市街地において実施される各種イベントの際には、円滑にイベ
ントを開催できるよう支援を行った。

実績値の算出式

1.00 4.00 2.00

　

　

実績値

目標値

実績値

目標値

令和
6年度

評価者 商工振興係長　酒井　秀樹

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

本事業は、深谷商工会議所を主軸として進めており、民間主導での推進体
制が構築できている。中心市街地の商業活性化の事業内容や手法、コスト
面などを検証しながら、引き続き深谷商工会議所や商店街連合会と連携し
ていく。

B

A

各種ＴＭＯ事業への支援を実施することができたが、空き店舗補助金の活
用実績が２件と、目標を下回る結果となった。引き続き、活用が進むよう
に深谷商工会議所や商店街連合会と連携するほか、周知を実施していく。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 商工振興係長　酒井　秀樹

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

目標値設定にそぐわない。　/　当該年度末日実績

　

令和
7年度

令和
8年度

3,000.00

件

3,000.00

年間3件　/　当該年度末日申請実績

3,000.00


